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上期の取り組み
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平均月商

673万円⇒716万円

経常利益率

10.9％⇒16.5％
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・開発部員増員
・ＳＶ部員増員
・ＦＣ開発部隊創設
・サトレストランシステムズ㈱との
合弁会社設立

ＦＣ新規出店数
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かつやチェーン
１～６月度既存店売上高前年比 １０２.７％

１０１.２％ １１２.７％ １０８.４％

キャンペーン期間客数前年比
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第２四半期決算概要
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（単位：百万円）

（注）平成23年第２四半期の数値及び前期増減額については個別ベースの数値を使用しております。

業績ハイライト

平成23年第２四半期 平成24年第２四半期（連結）

金額 構成比 金額 構成比 前期増減額 増減率

売上高 5,275 100.0% 6,144 100.0% 868 16.5%

売上原価 2,126 40.3% 2,515 40.9% 388 18.3%

売上総利益 3,148 59.7% 3,628 59.1% 480 15.3%

販管費 2,432 46.1% 2,653 43.2% 221 9.1%

営業利益 715 13.6% 974 15.9% 258 36.2%

経常利益 755 14.3% 1,012 16.5% 257 34.0%

当期純利益 394 7.5% 582 9.5% 188 47.8%
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売上高の増減要因

5,275

+140

+486

+383 △141

6,144

平成２３年２Ｑ 平成２４年２Ｑ

+868

既存店

２０１１年新店

２０１２年新店

退店

（単位：百万円）
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売上原価率

販管費率

ＦＣ事業部門の構成比の増加 ⇒ ＋0.6ｐｔ
仕入価格は前年ベースを維持
店舗原価も前年同水準で推移

ＦＣ事業部門の構成比の増加 ⇒ △2.9ｐｔ
人件費率の低下△1.7ｐｔ
賃借料・減価償却費等の固定費率の低下 △1.1ｐｔ

主要経費の増減要因



61.9% 59.1%

7.4%
6.9%

28.5% 32.1%

2.3% 2.0%
かつや直営飲食事業 その他直営飲食事業 ＦＣ事業 その他の事業
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事業部門別売上高

3.6ポイント増加

平成２３年２Ｑ 平成２４年２Ｑ
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（単位：百万円）

平成23年
第２四半期

平成24年
第２四半期（連結）

金額 金額

特別利益 0 54
特別損失 83 55

固定資産除却損 15 25
店舗閉鎖損失 6 11
減損損失 － 17
災害による損失 6 －
資産除去債務会計基準の
適用に伴う影響額

54 －

その他 0 0
（注）平成23年第２四半期の数値については個別ベースの数値を使用しております。

特別損益
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（単位：百万円）

平成23年
12月期（連結）

平成24年
第２四半期（連結）

金額 金額 前期増減額

流動資産 3,298 3,836 537

固定資産 3,196 3,333 137

資産 6,495 7,170 675

流動負債 1,377 1,495 118

固定負債 488 581 92

純資産 4,629 5,094 465

負債純資産 6,495 7,170 675

貸借対照表
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（単位：百万円）

平成23年
第２四半期

平成24年
第２四半期（連結）

金額 金額 前期増減額

営業活動C/F 428 848 420

投資活動C/F △ 343 △ 353 △ 10

財務活動C/F △ 92 △ 23 68

現金等増加額 △ 8 470 478

（注）平成23年第２四半期の数値及び前期増減額については個別ベースの数値を使用しております。

キャッシュフロー



業態別
平成23年期末

平成24年
第２四半期（連結）

店舗数 出店数 閉店数 店舗数

かつや直営店 84 4 1 87

かつやＦＣ店 93 16 1 108

かつや 計 177 20 2 195

その他直営店 15 - 2 13

その他ＦＣ店 1 - 1 -

全店 合計 193 20 5 208
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第２四半期末店舗数

（注）その他の閉店店舗 ： カントリーボーイ新潟店、武蔵家溝の口店、武蔵家石神井台店
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下期の施策
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経営基盤の強化

・既存店売上の維持

従業員教育・オペレーションスキル
食材知識の強化

・既存店売上の向上

従来の販促活動 ＋ ＰＲ活動



成長の加速

「かつ弁+DT併設モデル」

「かつ弁併設モデル」

「３５０モデル」

「フードコートモデル」

（新モデル）
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かつ弁併設店舗

かつや守谷中央店
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周辺人口 約２５万人 約６万人 約８万人

標準店舗 横浜市沢町 守谷中央 茨城牛久

弁当惣菜売上

弁当売上

７１６万円 １,７００万円 ９００万円 １,０００万円

約２０万人

２３％

４４％

４７％
４０％

20



・かつ弁併設店の来期出店倍増

・既存店からかつ弁併設への改装テスト

⇒ フランチャイズパッケージとして展開
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３５０モデル（低投資・低分岐モデル）

９月に人口６万人強の宮城県多賀城市へ出店

かつや横浜上白根店
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建物 32坪

席数 39席

敷地 250坪

営業時間 15時間

分岐点

標準モデル ３５０モデル

24坪

30席

180坪

13時間

350万円/月
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かつ弁+ドライブスルー併設店舗

年内出店予定

24



売上

投資

かつ弁+DT
併設モデル

かつ弁
併設モデル

標準モデル

３５０モデル

フードコート
モデル

既存店+かつ弁併設
改装モデル

デリバリー
追加モデル

既存店
売上拡大策
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成長の加速
「海外展開」

海外１号店

香港に１１月頃出店予定
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地域統括会社

「ＡＲＣＬＡＮＤ ＳＥＲＶＩＣＥ（Ｈ.Ｋ.）ＣＯ., ＬＴＤ.」
（１００％子会社）を香港に５月設立

香港以外のアジア各国へのアプローチを開始
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成長の加速
「新業態の開発」

チェントペルチェント

あきば
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117.2%

110.6%

114.3%

104.2%

104.2%

119.6%

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

上期既存店売上高前年比

１１１.５％

チェントペルチェント
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初のフリースタンディング店舗

町田市多摩境に出店予定
（５号店）
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チェントペルチェント



「天丼あきば」から「天ぷらあきば」へ

高付加価値路線へ変更

アークダイニング
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アークダイニング
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アークダイニング
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1～6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

直営店 4 1 0 2 1 1 2 11

ＦＣ店 16 5 1 2 1 0 1 26

合計 20 6 1 4 2 1 3 37

※かつや香港1号店 １１月下旬
※チェントペルチェント多摩境店 １２月

かつや期末店舗数 直営９４店 ＦＣ１１８店

出店状況
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通期の業績予想
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売 上 高 １２３億円

経常利益 １８億円

純 利 益 １０億円
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５０円 ⇒ ６０円（１０円増配）

株式分割調整後２０円

配当予想修正
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１株につき３株の割合
（効力発生日：９月１日）

株式分割

流動性の向上・投資家層の拡大

38



本資料に関するお問合せ

本資料を作成するに当たっては正確性を期すため慎重に行っておりますが、完全性を保証
するものではありません。本資料中の情報によって生じた損害については、当社は一切責任
を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社
が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、事業環
境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大
きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。

本資料に関するお問い合わせ
アークランドサービス株式会社

管理本部
ＴＥＬ：03-5298-5281

Ｅ-ｍａｉｌ：ir@arclandservice.co.jp
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